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シティキャスト 感染予防マニュアルの概要 

 

 

１ 目的 

シティキャストの方々に安全・安心に活動いただけるよう、コロナ対策の調整会議の中間整

理や専門家の知見、フィールドキャストの取組等を踏まえて様々な対策を講じ、感染予防の徹

底を図ります。（今後、大会の感染症対策の状況等を踏まえ、適宜改訂を行います。） 

 

   

２ 活動時における感染予防の主な取組 

 

      

 

・人との距離（1m以上）を取りながら活動いただけるよう配置などの対応を行います。 

・マスクをお渡しし、活動中に着用いただくようご案内します。 

・携帯用消毒液をお渡しし、必要な際速やかに手指消毒を行っていただくようご案内します。 

・大きな声にならずに案内を行っていただけるよう、手持ちサインや拡声器（共用）をお渡し 

します。 

・少しでも体調が良くないと感じたときは、直ちに活動を切り上げ、控室で休憩いただくよ 

うご案内します。 

・具合が悪くなった場合は、状況に応じ医療機関の案内など速やかに対応します。 

 

～感染症対策と暑さ対策の両立～ 

・暑さ対策は、こまめな休憩や水分補給の徹底、冷たい飲料水や体を冷やすための保冷

剤付きネッククーラーの提供など様々な取組を効果的に組み合わせて行います。 

・加えて、感染症対策の両立の観点から、活動中に人から離れた日陰等でマスクを外し、

水分を補給することなども行っていただけるよう、対応してまいります。 

 

 



 

 

 

 

３ その他の感染予防の取り組み例 

   

 

 

 

・控室の換気を行います。 

・３密回避のため、部屋の換気に加え、座席間の距離確保、対面を避けた座席配置、机上へ 

のアクリル板設置などを適切に組み合わせた対策を講じます。 

・研修はできるだけオンラインを活用します。 

・控室の机・いす等の拭き取り消毒を行います。 

 

※参加者の検査については、屋外中心に活動する環境等を踏まえつつ、健康管理や感染予防策の中で引 

き続き検討を行います。 

 

 

～配慮を必要とする参加者の方への対応～ 

・感染症対策を行うにあたり、様々な理由で配慮を必要とする参加者の方には、本人のご

意向や個別の事情等を踏まえ、きめの細かい対応を行います。 

 
配慮を必要とする方の例 対応の例 

高齢の方 

基礎疾患のある方 

・活動日数・時間を短縮する。 

・人との距離を確保しやすい場所で活動いただく など 

介助者とともに参加される方 
・介助者にはシティキャストと同じ感染症対策を行っていただいたうえ

で、介助者とは距離を取らずに活動いただく。 

手話を用いる方 

・表情や口元を見せてコミュニケーションを行えるよう、フェイスシール

ドをお渡しし、距離を取れる場所で活動いただく（手話を使わない時

はできる限りマスクを着用いただく）。 

アレルギー等のためマスク着

用が困難な方 
・フェイスシールドをお渡しし、距離を取れる場所で活動いただく。 

アルコール過敏症などで消毒

液を使用できない方 
・こまめに手洗いをしやすい場所で活動いただく。 

 

 



 

４ シティキャストの皆さまにお願いしたい感染予防の主な取組 

 

    

  

 
 

 

 

 

 

参加にあたり、シティキャストの皆さまにお願いしたい取組については、今後ウェブサイト

やメール、Q＆A等を通じ、また、研修等の機会に丁寧にお伝えしてまいります。 

 

（お願いしたい取組の例） 

・活動中は原則マスクを着用していただく。 

・観客やチームのメンバーとの距離を確保いただく（１ｍ以上）。 

・活動中必要な時に、速やかに手指消毒（又は手洗い）を行っていただく。 

・握手やハイタッチなど観客との接触をできるだけ回避いただく（配慮を必要とする観客がお困

りの場合には、積極的にお声がけし、サポートの前後に手指消毒を行ってください）。 

・日頃から基本的な行動を実践いただく（マスク着用、咳エチケット、こまめな手指消毒や手洗 

い、フィジカル・ディスタンスの確保、３密回避など） 

・健康と体力の維持に努めていただく（十分な睡眠、バランスの取れた食事、適度な運動） 

・活動日の前後（各14日間）に検温と体調確認を行い、発熱等があった場合は、運営事務局へ連絡

いただく（活動日の振替や医療機関への相談等についてご案内いたします）。 

・接触確認アプリ（COCOA）を活用いただく（COCOAをご利用できない場合には、他の人と接触し

た状況を記録いただけるようご案内します。） 

 


